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 要 旨   
 ヒトの苦味受容体は 25 種類あり、その遺伝子（TAS2R）は高度な対立遺伝子変異を持ち、

食品中の苦味物質への反応に影響を与える。1 つの苦味物質から感じられる苦味に基づく表

現型は 50 年以上も前に食嗜好と結びつけられ、この中でも TAS2R38 遺伝子や他の遺伝子

が関与するプロピルチオウラシルの苦味についての表現型がもっともよく研究されてい

る。本研究では、主にヨーロッパ起源の健常な成人で TAS2R 変異と苦味飲料に対する感覚、

嗜好、摂取との関係を調べた。TAS2R3、TAS2R4、TAS2R5 のハプロブロックはエスプレ

ッソコーヒーの苦味に対するばらつきと関連があった。グレープフルーツジュースについ

ては、TAS2R19SNP の変異が苦味増加と嗜好の減少に関連した。TAS2R16SNP とアルコ

ール摂取との相関が見いだされ、TAS2R38 とアルコールとの関連が確認されたが、これら

の多型でサンプルとしたスコッチウイスキーへの感覚や快楽反応は説明できなかった。

TAS2R 多型は飲料への感覚、嗜好、摂取に影響を与え、食行動へも影響することが示唆さ

れた。 
 
 
 
 
 
 

 




